
放射線によるがん死亡率の増加は、マウスでも原爆被爆者でもがんの早期発症に由来する 

 

 放射線の発がん効果は、放射線被ばくの影響によって、体細胞（生物の体を作っている

細胞）のがんの発生に関連する遺伝子において、突然変異がうながされることにより生じ

ると考えられています。一方で、この体細胞突然変異説１では、放射線被ばく後にマウス

の生存率曲線（時間が経過するにつれて生存する個体の割合がどのように減っていくかを

グラフで表したもの）が同じ形状を維持したまま若い年齢の方向へ平行移動することにつ

いて説明できないことが分かってきました。そこでこの研究では、特定のマウス研究およ

び被爆者から得られたがんの死亡率のデータを解析し、放射線被ばくがどのように発がん

リスクを増加させるのかについて検討しました。 

その結果、被ばくした集団は、被ばくしていない集団に比べてより早くがん死亡率が上

昇し、その増加率および過剰相対リスク 2 は、被ばくしていない人において自然に発生す

るがん死亡率の曲線に対し、若い年齢の方向に移動していることが傾向として示されまし

た。この結果から、一部のがんを除き、放射線による組織 3 損傷が、がん細胞の増殖に都

合の良い微少な炎症環境を発生させることで、がんの早期発症をうながし、発がんリスク

を高めるという考え方が示唆されました。 

 

【注釈】 
１体細胞突然変異説： 

  放射線を受けた個体の一部の体細胞だけが影響を受けるとする従来の仮説を指します。 
2 過剰相対リスク： 

過剰相対リスクは、ある要因に暴露した集団と暴露していない集団における健康リスク

（健康が損なわれる危険性）の増加、もしくは減少についての割合です。過剰相対リスク   

が０ということは、放射線被ばくがリスクに影響を及ぼさなかったことを意味します。

暴露集団における過剰相対リスクが１であれば、病気に罹患する割合が、暴露していな

い集団の 2 倍であることを示します。 

3 組織：類似した構造を持ち、一体となって機能する細胞の集まりのことです。 
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doi（digital object identifiers）とは、ほとんどのデジタル情報に与えられた、コンテン

ツ（論文や作品等）独自の不変番号で、インターネットの検索を通じてオンライン資料
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